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論文内容の要旨
本論文は，鋼材およびその溶接部が高温にわいて l 以下の応力比をもっ変動応力をうける場合，す
なわちいわゆるパルセイティング・ストレスをうける場合のクリープ破断挙動に関する研究をまとめ
たもので， 10章よりなっている。
第 1 章では現在までのこの種の研究を展望し，本研究を開始するに至った経緯と研究の目的を述べ，
本論文の意義を明らかにしている。
第 2 章においては，本研究のために特に設計製作したパルセイティング・ストレス・クリープ破断
試験機の概要と本研究における実験方法を述べている。
第 3 章では本研究の基本的なものとして，応力繰り返し速度 380cpm で行なった平滑材の実験結
果について考察を行ない，平均応力および最大応力を用いて整理した応力・破断時間線図から，パル
セイティング・ストレス・クリープ破断にはクリープ挙動が支配的であることを述べている。この結
果に基ずき，第 4 章ではクリープ損傷累積論の立場から破断特性の解析を行なっている。すなわち解
析の基礎となる静クリープ損傷として従来から用いられている直線被害則を適用すると，等価静応力
に対する破断時間が静クリープの破断時間に一致する場合(変動一致)と，繰り返し応力によって破
断時間が短かくなる場合(変動弱化)および繰り返し応力によって破断時間が長くなる場合(変動強
化)の三つのタイプに分れることを明らかにし，これを修正するため，新たに曲線被害則を考案して
解析を行ない，等価静応力・破断時間線図の整理を行なっている。
第 5 章では破断特性と温度の関係について述べ，同一材料に対しでも低温側では変動弱化を示し，
温度が高くなるに従い一致型から変動強化型へと破断特性が変化することを述べている。
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第 6 章では切欠材のパルセイティング・ストレス・クリーフ。破断特性について述べ，切欠材では平
滑材にみられなかった疲れの影響により破断強度が低下することを明らかにし，切欠き形状と破断強
度の関係について述べている。
第 7 章では平滑材のパルセイティング・ストレス・クリープ破断強度に対する応力繰り返し速度の
影響について述べ，破断強度が応力繰り返し速度の影響をうける場合とうけない場合とがあることを
述べ.これを材料の高温における引張りの歪速度依存性と関連づけている。
第 8章では切欠材の破断強度に及ぼす応力繰り返し速度の影響について検討し，破断強度に及ぼす
応力繰り返し速度の影響は平滑材の場合とは全く異なり いづれの場合も切欠きが鋭ければ低繰り返
し速度側ではクリープ挙動にもとづく時間依存の破断，高繰り返し速度側では疲れ挙動にもとづく繰
り返し数依存の破断にそれぞれ近づくことを明らかにしている。
第 9 章ではパルセイティング・ストレス・クリープ破断特性に対する溶接ならびに溶接後熱処理の
影響について述べ，同時に異材継子部にしばしば発生するフエライト層がパルセイティング・ストレ
ス・クリープ破断強度に及ぼす影響についても検討を加えている。そしてこれら溶接ならびに溶接後
熱処理のみならずフエライト層の存在によってもパルセイティング・ストレス・クリープ破断強度が
特に低下するということはないと述べている。
第10章は総括であって，本研究において得られた主な成果を取りまとめている。
論文の審査結果の要旨
高温用機械，容器の設計製作に当たっては使用材料の高温における応、力変動下の強度特性が一つの
重要な問題である。本研究はこの問題に関する基礎的資料を得ることを目的として行なったものであ
る。すなわち，クリープ挙動が顕著に現われるような高温においてパルセイティング・ストレスをう
ける鋼材ならびにその溶接部のクリープ破断特性に関する広汎な実験を行なうとともに，主としてク
リープ損傷累積論の立場から実験結果の解析を行ない，著者の提案した曲線被害則を用いることによ
って実験結果の巧妙な整理を行なっている。
さらに破断特性の温度依存性，破断特性に及ぼす切欠きの影響，応力繰り返し速度の影響，溶接お
よび溶接後熱処理の影響についても実験と考察を行ない.いくつかの知見を得ている口
このように本論文はパルセイティング・ストレス・クリープ破断特性に対する新しい解析法を提案
するとともに広範囲な実験についてまとめたもので，工学的に貢献するところが大きい O よって本論
文は，博士論文として価値あるものと認める。
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